
③　競争力の高い魅力ある観光都市の形成   

④　将来に夢が持てる雇用の創出

⑤　多様で活発な交流の促進

Ⅲ 元気づくり
～みんなが集まるにぎやかで活力のあるまち～

①　氷見の食・ブランドの確立

②　地域特性を生かした産業の振興



このままでは、市内の関連事業の衰退が加速することが予想されることから、交流・関係人口の拡大による売上

の向上（消費の拡大）と担い手の確保を図る対策が必要となっています。

 国内外で本市の豊かな食の魅力を発信する様々なイベントやプロモーションを展開し、多様な交流を拡大する

ことにより、氷見に関心を持ってもらうきっかけ作りとし、認知度を高めて、交流・関係人口

①　食を生かしたまちづくり

新規 食文化推進事業費
1,058万円

（前年度） -

２．令和２年度事業の内容

担当課 商工振興課 電話番号 74-8089

１．本市の現状と課題

事業者の高齢化や後継者不足などにより、今後の氷見市の食産業の担い手が減少しています。

につなげ、消費の拡大を図ります。

60万円
（前年度） 60万円

３．目標値または実施により求める効果

消費の拡大により、生産者、販売者の経営の安定を図り、本市の豊かな

食関連産業の継承を目指します。

食イベントへの出展

（単位：万円）

財
源

国の負担 529 経
費
内
訳

負担金 1,026

基金繰入金 520 旅費 17

市の負担 9 その他 15

氷見三昧御膳「初夏編」、「秋冬編」を実施します。北日本新聞紙上での店舗紹介や広告によってＰＲします。

３．目標値または実施により求める効果

県外からの交流・関係人口を増やすとともに、氷見三昧御膳の提供数を増やします。

食都四季を彩る氷見三昧開催事業費負担金

２．令和２年度事業の内容

担当課 商工振興課 電話番号 74-8089

１．本市の現状と課題

四季折々の氷見の海・山・里の幸の魅力を多くの人に知ってもらい、食文化の発信、交流・関係人口の拡大

に資するため、実行委員会を構成し、負担金を財源として「氷見三昧御膳」のキャンペーンや出向宣伝など

を実施する必要があります。

継続

氷見三昧御膳

（単位：万円）

財
源

市の負担 60 経
費
内
訳

負担金 60
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・ひみ食彩まつり：１０月１８日開催予定（予備日１１月８日）

・ひみぶりフェア：１２月～２月開催予定

３．目標値または実施により求める効果

氷見ならではの食の提供により、多くの人々の氷見の「食」に対する期待に応え、

更なる氷見の魅力を発信し、交流・関係人口の拡大につなげていきます。

ひみ食彩まつり
オープニングセレモニー

（単位：万円）

財
源

国の負担 300 経
費
内
訳

負担金 800

市の負担 500

継続 食イベントによる氷見の魅力発信事業費
800万円

（前年度） 500万円

担当課 商工振興課 電話番号 74-8089

１．本市の現状と課題

氷見の「食」に期待を寄せる人々の思いに応えるイベントを企画します。そのため、昨年の来場者・出店者へ

のアンケート結果を元に、取り扱う食材や会場レイアウト等を検討する必要があります。また、近隣施設や他

事業との連携が重要です。

２．令和２年度事業の内容

２．令和２年度事業の内容

「きときと氷見地消地産推進協議会」（事務局：市）に委託し、子どもたちを対象とした「氷見の食材を用いた

料理教室」などの食育体験教室を実施します。

３．目標値または実施により求める効果

氷見の食文化への理解やその継承、郷土愛の醸成を図ります。

子どもたちを対象とした料理教室

（単位：万円）

財
源

基金繰入金 50 経
費
内
訳

委託料 130

市の負担 80

①　食を生かしたまちづくり

継続 きときと食文化発信事業費
130万円

（前年度） 47万円

担当課 商工振興課 電話番号 74-8089

１．本市の現状と課題

氷見市における地産地消の推進や市民の食の安全への意識を高めるために、氷見の食材を用いた料理教室

などを開催し、郷土の食材や食文化への理解を深め、「食のまちづくり」を行っていく必要があります。
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地場産食材を活用した学校

（単位：万円）

財
源

国の負担 125 経
費
内
訳

委託料 250

市の負担 125

市内で生産される農産物の学校給食での活用を増やし、児童生徒が地域の自然、食文化、農業等への関心

を深める機会を創出する必要があります。

担当課 農林畜産課 電話番号 74-8086

１．本市の現状と課題

３．目標値または実施により求める効果

安定需要のある学校給食への食材利用が増すことにより、生産者の所得向上が見込まれます。

２．令和２年度事業の内容

学校給食への食材調整等を行う食材コーディネーターを新たに配置し、学校給食に占める氷見産食材の

使用割合を向上させ、地場産食材の活用を促進します。

①　食を生かしたまちづくり

新規 学校給食地場産食材活用促進事業費
250万円

（前年度） -
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負担金 18

報償費 1

品質の高い氷見牛が生産され、多くの方がその美味しさを味わうことができ、氷見牛ブランドの確立が

期待されます。

氷見牛（地域団体商標取得）

（単位：万円）

財
源

市の負担 1,276 経
費
内
訳

補助及び交付金 1,257

上回る高い品質を誇っております。今後、氷見牛ブランドを維持、確立し、氷見牛の美味しさをより多くの方

1,276万円
（前年度） 1,284万円

担当課 農林畜産課 電話番号 74-8086

とともに、地域団体商標を活かした取り組みへの支援や氷見牛認定店への加入を促進します。

また、子牛の導入や肥育など氷見牛を生産する畜産農家に対して助成をします。

３．目標値または実施により求める効果

に味わっていただくためには、氷見牛の生産基盤の拡大と集約化を図る必要があります。

２．令和２年度事業の内容

氷見牛のブランド化の促進を図るため、親子料理教室の開催など、消費者との交流を通して氷見牛のＰＲを行う

１．本市の現状と課題

当市は、富山県において最大の肉牛生産地であり、その高い肥育技術によりＡ５等級の比率が、全国平均を

作物の栽培に必要な資材購入に助成します。

３．目標値または実施により求める効果

農産物のブランド力の向上と担い手の育成を図ります。

２．令和２年度事業の内容

水田の土壌改良剤の散布と秋おこしによる良質米の生産や地域での農産物のブランド化の取り組みを支援

します。また、農耕用大型特殊やドローンなどの農作業に必要な免許の取得や、育苗ハウスを活用した園芸

継続 氷見牛ブランド支援事業費

ドローン講習会

（単位：万円）

財
源

市の負担 398 経
費
内
訳

補助及び交付金 398

継続 氷見農ブランドづくり育成支援事業費
398万円

（前年度） 405万円

②　氷見ブランドの創造と振興

当市の農業は、農業従事者の減少などにより耕作放棄地が増加するなか、農作業等の組織化などにより

ひみ穂波やハトムギ、白ねぎ、マコモタケ、稲積梅などがブランドとして生産されています。

氷見産農産物の一層のブランド化を推進し、農業者の育成を図る必要があります。

担当課 農林畜産課 電話番号 74-8086

１．本市の現状と課題
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